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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、災害時の水・食糧・生活環境・健康に関する「人・場所・時間」デ
ータを構造化しケアの情報共有モデルの構築である。プロトタイプ作成と同時に、被災地においてエスノグラフ
ィとしてリアルな時間軸、課題を想定して描写した。発災時に災害後の生活に必要な情報を効率的に伝達できる
情報項目を選別し、マップ上へリアルタイムに近い形で表出を試みた。システム利活用方法の涵養を目指した教
育プログラムを試行した。結果として、人々の生活にある１）災害リスクに対する「脆弱性」を認識し、２）そ
の「対処行動」をとるためのデータと同時にソーシャルキャピタルの概念を実装した活動基盤が必至であった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to construct an information sharing model of 
care by structuring "people, place, and time" data on water, food, living environment, and health 
during a disaster. Simultaneously, we aimed to create a prototype and provide a realistic depiction 
of time frames and issues through ethnographic research in disaster-stricken areas. We selected 
information items that efficiently convey the necessary post-disaster information and attempted to 
display them on a map in near real-time. Additionally, we implemented an educational program to 
foster system usage. The results highlighted the need to develop an activity infrastructure that 
incorporates the concept of social capital, as well as data that allow for 1) recognizing the "
vulnerability" of people's lives to disaster risks and 2) taking "coping actions" against such 
vulnerabilities.

研究分野： 災害看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
具体的には、行政、避難所、減災ケアのニーズ情報をケア提供者別、対象者別、ケア提供場面及び時期別に分類
し項目化することを目的として、市、保健所、避難者の情報共有拠点、SNSなどのなかでの情報のやり取りを聞
き取った。これらの解決するワークショップのコンテンツとして健康の社会決定要因枠組みを用いたWHOのジェ
ンダーセンシティブな健康課題の解決のためのプログラムINNOV８ハンドブックであるのフレームワークをもと
に、プロジェクト枠組みを整理した。このことで、多様な立場や属性により異なる課題を理解する機会と課題の
洗い出しや提案となった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
（安全安心な生活に向けた情報技術の応用）近年、人口減少・高齢化、保健医療の変化、大規模
災害など安全安心な生活の確保を揺るがす社会的課題は蓄積されている。一方で、情報通信技術
の進展により、人々の知識体系や活動を新たな技術によって構築していくことも可能となり、実
際にそのような研究活動が発展してきている。世界的にも「持続可能な開発目標（SDGs）」や仙
台防災枠組みにおいては、社会・人間科学思考による課題解決に期待が高まっていた。そして、
日本では、ビッグデータを活用し屋外避難者を把握する技術開発、災害時における官民の各機関
が有する情報共活用の仕組み(中央防災会議 2017)が先進的に取り組まれていた。 
 
一方、災害看護では発災直後の緊急対応だけでなく、復興、準備期を含む人々の生活と健康状態
を対象とし、日常的なリスクに対する気づきや特徴的なニーズを把握しながら、災害時の健康被
害がミニマムになるよう取り組んでいる。地域では、日頃から人々の生活を支援する「減災」に
向けた活動が重要であり、そのための「減災ケア」が求められてきており先行研究において、「減
災ケア」とは、人間の安全保障を基盤とし、「水・食糧・生活環境・健康」をケアすること（次
ページ図左）で災害リスクを減らす活動と捉えている(神原 2017)。 災害看護は、このような減
災ケアが長期に渡り、地域に広がっていく活動が求められていた。 
、看護が得られる災害情報の種類や手段は、数年前と比較して顕著に増加し、情報の不足よりも
雑多で過多な情報から有益な情報を整理する必要さえ出ており、アセスメントシート開発や情
報収集の方法、組織間連携の研究も急増していた。しかし運用・人的リソース、項目の面などで
それぞれ問題があり、現場での有効な利活用が出来ていないのが現状であった。 
 
 
２．研究の目的 
災害発生時特有の横断的なアセスメントではなく、平時との連続性を意識し構造化した「人・場
所・時間」データを収集・発信することで全体最適の減災ケアに寄与する情報共有モデルを構築
することを目的とした。そこで、過去の教訓と科学技術の利活用をもって、多機関のデータセッ
トとの連携可能性と、定義の統一化を試みる。災害情報の発信・受信者・組織とその情報の利活
用、及び業務役割の明確化を行う。その結果、地域の現状と位置情報を発信、追跡することが可
能となり、地域の全体最適的で俯瞰的な減災に貢献することをめざした。 
 
 
 
 
３．研究の方法 
2019 年度はまず減災ケア情報共有システムのプロトタイプを作成した。被災地においてエスノ
グラフィとしてリアルな時間軸、課題を想定して描写した。行政、避難所、減災ケアのニーズ情
報をケア提供者別、対象者別、ケア提供場面及び時期別に分類し項目化することを目的として、
市、保健所、避難者の情報共有拠点、SNS などのなかでの情報のやり取りを聞き取った。2020 年
は発災時に災害後の生活に必要な情報を効率的に伝達できる情報項目を選別し、マップ上へリ
アルタイムに近い形で表出できるように検討した。その内容について、支援ボランティアらに聞
き取りを行った。また研修や防災訓練の場で減災ケアの考え方、システム利活用方法の涵養を目
指した教育プログラムを試行することとした。。分野を越えて情報交換や地図上に表出できるオ
ープンデータの項目として整理した。また 決められたアセスメント項目以外の情報共有者（行
政・災害対策本部や保健医療支援者等）の活動における情報として共通理解するために、災害時
要配慮者とよばれる人々のエスのグラフィーインタビューを中心とした質的研究方法の見直し
を行った。 
 
４．研究成果 
減災ケアを可視化するデータは、人々の生活にある１）災害リスクに対する「脆弱性」を認識し、
２）その「対処行動」をとるためのデータ、人的資源として役割を果たす人材の参画が重要であ
ることがわかったまた３）本研究のモデル構築の中で地域での自助・共助・公助に一貫した人々
の地区防災計画をおこなえる重要な多様な生活視点で可視化することが重要であることがわか
った。 
次に、災害看護の視点から活動の中でプライマリヘルスケア（住民主体の健康促進）の思考を涵
養し、生活上の防災の日常化につなげられる内容を検討し、教材化した。必要な教育プログラム
を開発した。防災分野において減災ケア情報を共有し連携するためのデータセットは洗練させ
たが、その分類にはどのような学際的整理が必要か、長期・広範囲に広がる 災害看護活動の中
で科学的根拠として追跡・還元できる情報はどのようなものか、といいう問いに対して、オープ
ンデータ項目のほかに、活動基盤としてのソーシャルキャピタルの可視化の重要性が明らかと



なった。そこで、プログラムの柱として、まず多様な立場や属性により異なる課題を理解するた
めのイマジネーションの機会の提供、我が事として考え取り組むためのミニワーク、地域リスク
の理解を含む。次に、フィールドワークなどを通じた課題の理解、地元を知る住民とともに考え
る取り組み、課題の洗い出しと提案の機会、気づきの発表を通じた参加者や住民同士のつながり
の機会の創出（Bondig Ties），視察などを通じた自分たちと同じ思いを持つ人々との交流，受講
者間のネットワークづくりと地域住民との連携（Bridging Ties)、地区防災計画や避難所運営マ
ニュアル等における防災・減災に向けた情報発信および住民視点、参加者の発表の機会の創出
（Linkin Ties)するといった概念を具体的に実装することが地域最適化の情報共有には重要で
あると考えられた。 
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